
地域福祉活動計画（地区別計画）の取り組み（R５年度用）          令和５年１２月１６日 

地区名 新津西部地区 

今

年

度

の

取

り

組

み 

・地域福祉懇談会(5/27、12/16)   ・コミ協、地区社協今年度打ち合わせ(7/20) 

・ビジネスみゆき(生活支援)活動取材(5/26)  ・新栄町支え合い移動支援打ち合わせ(町内会、

ほっとサポートしんえい：5/12、6/15、7/13、9/6)、実施(10/3 いきいきサロン新栄町、 

10/6 新栄町しゃっきり体操ふれあいクラブ)、ふり返り(11/13)、以後毎月第１火曜(いきいき 

サロン新栄町)、毎週金曜(新栄町しゃっきり体操ふれあいクラブ)移動支援継続 

・天神居場所づくり打ち合わせ（町内会、コミ協、地区社協：10/10）、サロンの意義説明（町 

内会：10/26）、居場所づくり検討会（町内会、若葉会：12/6、2/24 予定） 

・古田町内会歳末ふれあい弁当打ち合わせ（町内会三役、福祉部、民生委員、コミ協、地区社協： 

8/2、町内会、福祉部、民生委員 10/11）、ふり返り（町内会、民生委員、福祉部、コミ協、地区 

社協：1/17 予定） 

 

課 

 

題 

・フレイル予防教室の参加者を増やすための工夫を検討したい。・高齢化により担い手がいない。 

・緊急情報キットの活動の周知や更新のあり方を検討していく必要がある。 

・学校から児童の情報が来なくなった為、家族票が無い町内会では世帯状況の把握が困難である。 

・支援が必要な人の把握ができない。どうしくみをつくるのかが課題である。 

・誰でも気楽に集まれる居場所を作りたい。(組織に重点をおかない) 

 

 

評 

 

価 

・ビジネスみゆきの活動が口コミで依頼が増えており、特に一人暮らしの高齢女性の支えとなっ

ている。今後も作業を通じコミュニケーションを大切にする。 

・新栄町支え合い移動支援の検討を 5 回重ね、10 月にスタートすることができた。ほっとサポー 

 トしんえいと地域との連携により円滑に実施しており、参加者が安心して参加できている。 

・天神の居場所づくり検討会を開催し、高齢者のつながりの場の必要性も確認できた。 

・古田の歳末ふれあい弁当配食及び見守り訪問にあたり、町内会三役、福祉部、民生委員が結束 

し、打合せを重ねたことで不安無く訪問することができ、対象者からも大変喜ばれた。 

・家族票の中で、災害時の助けが必要な人から書いてもらい把握している。 

・サークルに助成することで町内活動へ協力をもらっている。 

 

 

 

活

動

の

様

子 

 

 

 

次

年

度

へ

向

け

て 

・緊急情報キット推進の継続 ・フレイル予防の推進  

・居場所の立ち上げ(天神、美善町、山谷町１)  ・生活支援(美幸町)、移動支援(新栄町)の継続  

・小中学校への協力活動の継続(花植え等を通じた地域交流)   

・つながりの機会や見守り活動の推進(飼い犬等を介したコミュニケーション) 

・歳末ふれあい弁当の地域連携による配食及び見守り訪問を広げる。 

・コミ協、町内会が情報交換を行いながら、より良い地域づくりを進めていく。 

［参加者］西部コミ協：蓮沼会長、奥山副会長、内田副会長、小松副会長、斉藤事務局長、江口事務局、

新津西部民協：長井副会長、町内会：明間会長(天神)、中村会長(山谷町１)、田邊会長(山谷町 2.3)、川﨑会

長(古田)、五十嵐会長(南町二区)、小林会長(緑町)、青柳会長(さつき野１)、秋葉区社協：横山、加藤 

ビジネスみゆき 

生活支援 

天神町内会 

居場所づくり検討会 

新栄町支え合い 

移動支援検討会 
新栄町支え合い 

移動支援実施 

古田町内会 

歳末ふれあい弁当検討会 


